
令和２年（２０２０年）６月１０日 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策に係る熊本県のリスクレベルを 

【レベル１注意】とします 
 

熊本県新型コロナウイルス地域区分基準表については、６月６日に開催した第

３回熊本県・熊本市新型コロナウイルス感染症対策専門家会議において、改定が

適当と認められ、別紙１のとおり熊本県リスクレベルとして改定したところで

す。 

直近１週間（６月２日（火）から６月８日（月））の感染状況を踏まえ、専門

家の意見（別紙２２）も伺い、総合的に判断した結果、別紙２１のとおり６月

９日（火）からのリスクレベルを【レベル１注意】とします。 

 

【概要】 

１ 期間中の感染状況 

期 間 新規感染者数 
リンクなし 

感染者数 

６月２日（火）～６月８日（月） ０名 ０名 

 

２ 熊本県リスクレベルについて 

前回（６月２日発表（地域区分）） 今回（６月１０日発表） 

感染未確認地域（レベル１相当） レベル１注意 

なお、感染状況の傾向は、先週から変

化は見られない 

  ※詳細は別紙２１のとおり。 

 

３ 県民の皆様へのお願い 

   三つの密の回避、手洗い等の手指衛生、人と人との距離の確保、マスク着用

等の基本的な感染防止対策を行い、「新しい生活様式」の実践をお願いします。 

  ※外出自粛、イベントの開催制限等詳細は別紙２３のとおり。 

 

 

 

熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局 

（健康福祉部健康危機管理課） 

問合せ先：上野、緒方 

電話：０９６－３３３－２６３０ 

（内線）５９３０、５９３２ 
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熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局 

 

 

 

 

 

本県では、感染者数が大幅に増加に転じるタイミングを早期に捉え、県民に迅速に警戒を

発するために、専門家の御意見を踏まえ、４月１６日に「熊本県新型コロナウイルス地域区

分基準」を導入しました。 

６月６日に開催された専門家会議での提言を踏まえて、感染拡大早期に警戒を発する考

え方は変えず、より県民に分かりやすく、また、県市で連携した対応を強化するため、熊本

市で導入されている「リスクレベル」との整合を図り、次のとおり「熊本県リスクレベル」

として改定しました。 

 
 

（参考：従前の地域区分及び対応） 

 
 

熊本県新型コロナウイルス地域区分基準表の改定について 

別紙１ 



熊本県における新型コロナウイルス感染症に関する概況
令和２年（2020年）６月１０日現在

１ 熊本県における現状認識

国内では局地的な感染は散発しているが、全体として感染者数は減少している。
本県においては、現時点で４８例が確認されているが、新規感染者は５月９日以降確認され

ておらず、期間中（６／２~６／８）の感染状況は新規感染者及びリンク不明の感染者ともに
０人であるため、リスクレベルを「レベル１注意」とする。

また、感染状況の傾向についても、先週から変化は見られない。
一方、国内の感染状況から、県民に対し、基本的な感染防止対策や、「新しい生活様式」の

実践等の啓発を行い、第2波を防ぐ対策を進めることが必要である。
特に、これまで多数の感染者が見られた熊本市と連携し、啓発を進める。

熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局

リスク
レベル

県の判断基準 対策例

レベル４
特別警報

県内で
①新規感染者１５名以上
かつ
②リンク無し感染者８名以上

レベル３の対策に加え
・不要不急の外出自粛要請
・県外等への移動自粛を要請
・全ての催事等の自粛要請
・施設への休業要請

レベル３
警報

県内で
①新規感染者10名以上
又は
②リンク無し感染者５名以上

レベル２の対策に加え
・週末等の不要不急の外出自粛要請
・催事等の自粛要請
・施設への休業要請

レベル２
警戒

県内で①新規感染者が発生
かつ
②レベル３に該当しない場合

レベル１の対策に加え
・感染拡大リスクを高める３つの密が重なる催事の自粛要請
・不特定多数が利用する県有施設の閉館

レベル１
注意

①国内で新規感染者が発生
かつ
②県内では新規感染者が未発生

レベル０の対策に加え
・３つの密が重なる感染拡大リスクが高い活動や催事におい
て、まん延防止対策を行う

レベル0
平常

国内で新規感染者が確認されてい
ない

・新しい生活様式の広報・実践

※ 「リンク無し感染者」とは、感染源が特定できないもの。
※ レベルを上げる場合は、週ごとに総合的に判断し、レベルを下げる場合は、前週、前々週の発生状況を踏まえ、同様に判断する。
※ 各所管施設の開閉においては、所在する市町村と情報共有し、調整に努めること。
※ ３つの密とは、①密閉空間（換気の悪い密閉空間である）、②密集場所（多くの人が密集している）、③密接場面（互いに手を

伸ばしたら届く距離での会話や発声が行われる）

※あくまでも目安であり、現状がどのリスクレベルに位置付けられるか、また、具体的な対策は
本県あるいは全国の感染状況及びその傾向（拡大・縮小）を踏まえ、実施する地域やその内容も含め、総合的に判断する。

[熊本県リスクレベル］

前回（６／２発表；地域区分） 今回（６／１０発表）

感染未確認地域（レベル１相当） レベル１注意
なお、感染状況の傾向は、先週か
ら変化は見られない。

※リスクレベルは、「特別警報」、「警報」、「警戒」、「注意」、「平常」の５区分で判断する。
※レベルに加え、感染状況の傾向の判断を行う。

別紙２



○６月６日に開催した県・市合同専門家会議において、県民・市民が

現在の感染状況等をより分かりやすく理解できるよう、県でもリス

クレベルの考え方を導入することで合意されたことから、今回より、

県・市ともにリスクレベルでの公表となる。

○県内の感染状況においては、５月９日以降、１か月にわたり新規感

染が確認されておらず、このことは、県による外出自粛及び営業自

粛の要請解除後も、県民・市民一人ひとりが感染防止対策に取り組

んでいる成果の表れであると考えられる。

〇このような状況から、リスクレベルは県・市ともに「レベル１注

意」とすることが妥当である。

○一方で、現在、北九州市においては、局地的な感染拡大が発生して

おり、今後も、同様の事態が国内の場所を問わず散発することが懸

念されることから、県市連携のもと、検査体制や医療提供体制の拡

充など第２波に備えた対応を着実に取っていただきたい。

〇加えて、感染症の再流行を防ぐため、熱中症予防にも留意しつつ、

引き続き「３つの密」を避けることや身体的距離を確保するなど、

「新しい生活様式」の実践と周知を図るとともに、感染の増加が見

られた場合は、果断に判断し、警戒を発出していく必要がある。

２ 熊本県・熊本市新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長コメント

（６月９日現在）



３ 県民の皆様へのお願い（６月10日発表）

熊本県のリスクレベルを【レベル１注意】とします。
また、感染状況の傾向に変化はありません。

つきましては、感染防止のため、次の対応をお願いします。

（１）基本的な考え方
・三つの密の回避、手洗い等の手指衛生、人と人との距離の確保、マスク着用等の基本的感染防
止をお願いします。

・「新しい生活様式」の実践をお願いします。

（２）外出自粛について
・緊急事態宣言が解除されて間もない区域（北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）との

間の県境を越えた移動は慎重にしてください。
・「三つの密」のある場への外出は控えてください。
・感染が流行している地域へは、「新しい生活様式」の一環として、移動を控えてください。
※ なお、感染拡大が見られない場合は、制限を段階的に緩和することとしています。

（３）イベントの開催制限について
・全国的・広域的なお祭り・野外フェス等の開催は、基本的に自粛してください。
・屋内のコンサート、展示会、地域の行事等については、収容率50%以内かつ上限100人のもの
は可能です。

・屋外のコンサート、地域の行事等については、できれば2m以上の十分な間隔を取り、かつ200
人以内のものは可能です。

・いずれのイベント実施も、３密を避ける等の基本的な感染防止の徹底が条件です。
※ なお、感染拡大が見られない場合は、制限を段階的に緩和することとしています。

（４）営業自粛について
・現在、営業自粛についての協力要請は行っていません。
・県が示したチェックリスト等により、十分感染防止活動を行ってください。
・県民の皆様は、感染防止活動を行っているお店を選んで利用してください。
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【熊本県における新型コロナウイルス感染者発生状況】

累計感染例数



４ 新しい生活様式の啓発について

引続き、新しい生活様式の実践について、啓発を進めます。


